
熊本城桜の馬場飲食物販施設

熊本城桜の馬場リテール株式会社
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全体スキーム

熊本城桜の馬場整備事業（「桜の馬場　城彩苑」）

熊本城観光交流ｻｰﾋﾞｽ㈱ 熊本城桜の馬場リテール㈱

歴史文化体験施設等の
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熊本城桜の馬場リテール株式会社

構成員

熊本市

飲食物販施設設置、使用許可
（～平成３３年、１０年延長）

構成員 構成員構成員 構成員

※敷地は、公園（熊本市所有）

組織スキーム
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施設概要

■飲食物販施設エリア ： ３,９６４㎡
＜歴史文化体験施設・総合観光案内所・多目的交流施設）は合計１，５００㎡＞

■飲食物販施設（延床面積） ：２,３３１㎡

■駐車場
・車両５７台
・車椅子用駐車場３台
・大型バイク駐輪場５０台
・原付自転車駐輪場５０台
・駐輪場５０台
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桜の小路風景



背景・経緯

施設整備事業

・これまでの市の調査等によ
り、熊本城観光において城内
における飲食物販施設の不
足が明確であること。

・熊本城観光客は、天守閣等
の観覧後は市街地で過ごすこ
となく次の目的地へ移動する
観光形態であること。

活性化事業

①熊本城は都市の中央に位
置し多数の観光客を集客する

文化遺産であるが、その集客
力が中心市街地の活性化に
波及していないこと。

②中心市街地において従前
に実施された通行量調査では
人の流れが必ずしも明確でな
く、行動の活性化を図る方策
が講じられていないこと。



目的

施設整備事業

・熊本城観光客へのサービス
向上

・本施設を起点とした中心市
街地回遊の促進

・中心市街地での滞在時間の
拡大による商業の振興及び
消費活動の活発化

・宿泊客の増大等に伴う新事
業の創出

活性化事業

①最近の観光客の行動形態
の明確化

・熊本城観光の拡大

・中心市街地との連携方策の
明確化

②人の流れと行動の阻害要
因の明確化

・回遊性向上に向けた解決策
を見出し、熊本城と中心市街
地の融合を図る



コンセプト

●施設コンセプト

「熊本の質の高い食文化とものづくり文化の集積」

●事業コンセプト

「地域経済の振興および地域全体の活性化」

・熊本ブランドの確立

・情報発信機能の強化⇒国際的観光都市の創造の促進

・熊本城観光客へのサービス向上⇒消費活動の活発化

・滞留時間拡大による宿泊客の増大⇒新事業の創出



天守閣付近の石垣

頬当て御門付近の石垣

熊本城の被害総額は約５６０億円と試算（熊本市6.17試算）

１.石垣（総表面積約７万９千㎡）の被害額約３５０億円
A. 完全に崩れ落ちたのは５３カ所８千㎡以上
B. 元の位置からせり出した状態の石等全体の３割約２万３５００㎡分を積み直す必要
２. 熊本城の天守閣、本丸御殿、飯田丸五階櫓の復元建造物等の被害額は、約２１０億円

震災後



熊本城特別公開


